
　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
鳥
羽
市

に
は
、
木
曽
三
川
か
ら
流
れ
出
る

淡
水
と
伊
勢
湾
口
の
海
水
が
融
合

し
、
全
国
で
も
有
数
の
漁
場
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
女
は
素
潜
り
で
ア
ワ
ビ
や
サ

ザ
エ
、
海
藻
な
ど
を
採
る
漁
を
な

り
わ
い
と
す
る
女
性
た
ち
の
こ
と

で
、
他
に
類
の
な
い
女
性
の
漁
師

さ
ん
、
か
っ
こ
よ
く
言
え
ば
プ
ロ

の
女
性
ダ
イ
バ
ー
で
す
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
３
千
年
も

前
の
白
浜
遺
跡
（
浦
村
町
）
か

ら
、
大
き
な
ア
ワ
ビ
や
そ
れ
を
採

る
た
め
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
鹿

の
角
を
加
工
し
た
道
具
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
古
代
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
漁
法
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
な
ぜ
海
女
が
三
重
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
？ 

 

「
海
女
」
さ
ん
っ
て
？

「
海
女
」
の
魅
力
や
価
値

　朝早く起きて朝食を作り、子どもを
学校に送り出し、旅館の手伝いをし
たり、畑に行ったりと実に働き者の「海
女」。ひとたび海に潜るとその技術で
たくさんの獲物を採ってきます。この
素もぐり技術が認められ、県の無形
民俗文化財に指定されました。

「素もぐり」技術を受け継ぎ、
古代から自立してきた女性たち

　古来不老長寿の妙薬
として珍重されてきたア
ワビなど、生命の成長を
促す貴重な資源を採りす

ぎないよう、漁獲資源の保護を実践しています。
今でも漁の際、酸素ボンベを使っていません。

その1海の資源を「採りすぎない」・
「採りつくさない」姿勢

その2

　海の森ともいうべき磯や藻
場。海女が活動の場とする
磯が適正に保全されることで
魚介類の繁殖が守られるとと

もに、たくさんの酸素が自然に供給されています。

魚介類の産卵場・隠れ家となる
「磯・藻場」を保全

その3

日本山海名産図会（1799 年）

海女振興協議会事務局（企画財政課企画経営室内）　  25１１０１

　鳥羽・志摩には、全国の約半数となる１，０００人近い海女さんがおり、日々元気に操業されています。そんな海女さんが、
この１月に三重県の無形民俗文化財に指定されました。
　ここでは、意外と知られていない海女さんのこと、また海女さんを応援する市の取り組みなどをお伝えします。

三重県が「海女」を
無形民俗文化財に指定！！
三重県が「海女」を
無形民俗文化財に指定！！
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海
女
振
興
協
議
会

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
海
女

は
環
境
と
共
同
体
を
守
る
自
立
し

た
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
で
あ
る
と

言
え
、
鳥
羽
市
と
志
摩
市
で
は

「
次
世
代
に
継
承
す
べ
き
貴
重
な

存
在
で
あ
る
」
と
し
て
応
援
を
始

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
重
県
知

事
も
海
女
を
応
援
す
る
体
制
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
海
女
」
を

応
援
す
る
取
り
組
み

と　　き　３月１日（土）午後１時～５時
　　　　    　　２日（日）午前 10 時～午後１時
と  こ  ろ　 三重県立美術館・講堂
　　　　　（三重県津市大谷町 11 番地）
申込期限　２月 21日（金）
　　　　　（事前の申し込みが必要です）
定      員　 各日１００人（先着順）
申込・問合せ先　 海女振興協議会事務局　  25１１０１　  25３１１１
　　　　　　　　　　　　　　　 　  kikaku@city.toba.mie.jp

シンポジウムを開催します
　海女の魅力を広く県内に伝えることを目的に、
海女振興協議会を中心とした実行委員会を組織
し、「海女文化シンポジウム」を開催しますので、
ぜひ申し込んでください。たくさんのかたの参
加をお待ちしています。

部会１ 里海をつくる海女の会

海女の所得向上に向けた
取り組み全般

構成員
海女のみなさん

事務局
県水産部門

　

そ
ん
な
海
女
さ
ん
で
す
が
、
近

年
は
海
女
を
職
業
に
選
ぶ
女
性
が

減
り
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
伝
統
と
文
化
が

い
つ
ま
で
続
く
か
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
鳥
羽
市
と
志
摩
市
で
は

「
海
女
振
興
協
議
会
（
会
長　

海

の
博
物
館
長
）
」
を
設
置
し
、
い

つ
ま
で
も
海
女
漁
が
続
く
た
め
の

取
り
組
み
や
、
振
興
の
旗
印
と
し

て
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
」
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
面
で

の
保
存
継
承
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 　人と人のつながりが希薄化している

現在ですが、海からあがり暖をとる海
女小屋では日常のすべてが隠し事なく
話され、さまざまな知恵が引き継がれ
ています。海女はそういった知恵を生
かし、地区に暮らすみなさんと一体と
なって漁村を支えています。

共に助け合い暮らしてゆく
「漁村共同体」の支え

その4

部会2 海女文化振興の会

海女文化の振興および保存・継承全般

構成員
海女代表、三重県・鳥羽市・
志摩市の関係部局や団体、

三重大学

事務局
鳥羽市・志摩市
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